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「献体による効果的医療技術教育システムの普及促進に関する研究」 

 

研究代表者：伊達洋至 京都大学教授 

 

 

研究要旨： 

安全な医療の提供には、効率的な手術手技トレーニングが必要である。死体を用いた手術手技

修練（cadaver training）は、諸外国では教育手法の一つとして確立しているが、我が国でも

2012 年に「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」が公表され実施する体

制が整備された。ガイドライン公表から数年を経過した現在、複数の大学で取り組まれているが、

医療技術の高度化に対応するためには、更なる普及・定着が必要と考えられる。そこで本研究で

は、cadaver training をより定着させることを目的とした。本研究では、実施例における参加

者負担と外部資金の導入ならびに企業支援などの運営状況を、全国の cadaver training の実施

施設の実施状況を調査・分析した。実施施設は、ガイドラインに従い日本外科学会 CST 推進委員

会へ実施内容を報告する必要があるが、2018 年 1 月現在までの 5 年間に報告された研修等は 15

大学、300 回の実施であった。また、文献検索による海外の cadaver training の現状をまとめ

た。米国、英国、フランスでの現状と問題点をまとめ、これを 2018 年 4 月の日本外科学会総会

で報告した。医療機器や手術材料は高額であり、献体の登録、保存、管理等の業務にも経費と人

的資源が必要となる。それらの必要な経費を受講者からの参加費のみで賄うことは不可能であ

り、厚生労働省の「実践的な手術手技向上研修事業」などの補助金や、医療機器メーカー等から

の医療機器の貸与などがなくては実施できない現状がある。そこで、日本外科学会と日本解剖学

会と協力して COI を明確にするガイドラインの改定を行い、公表した。さらに、厚生労働省と協

力して「実践的な手術手技向上研修事業」の補助金をこれまでの年間約 4500 万円から、平成 30

年度は約 3億円への増額がみとめられたことは、本研究の成果として特筆すべきことである。 
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A 研究目的 

安全な医療の提供には、効率的な手術
手技トレーニングが必要である。死体
を用いた手術手技修練（cadaver 
training）は、諸外国では教育手法の

一つとして確立しているが、我が国で
も 2012 年に「臨床医学の教育及び研
究における死体解剖のガイドライン」
が公表され実施する体制が整備され
た。ガイドライン公表から数年を経過
した現在、複数の大学で取り組まれて
いるが、医療技術の高度化に対応する
ためには、更なる普及・定着が必要と
考えられる。そこで本研究では、
cadaver training をより定着させる
ことを目的とした。 

 

 

B 研究方法 

 

１．実施例の調査による運営の実態調査 

Cadaver training では手術手技を習得す

るために、医療機器や手術材料を使用して

模擬手術を実施する。医療機器や手術材料

は高額であり、献体の登録、保存、管理等

の業務にも経費と人的資源が必要となる。

それらの必要な経費を受講者からの参加費

のみで賄うことは不可能であり、厚生労働

省の「実践的な手術手技向上研修事業」な

どの補助金や、医療機器メーカー等からの

医療機器の貸与などがなくては実施できな

い現状がある。 

研究では、実施例における参加者負担と

外部資金の導入ならびに企業支援などの運

営状況を、全国の cadaver training の実施

施設からガイドラインに従って日本外科学

会 CST ガイドライン委員会に送られた「遺

体による手術手技研修等の実施報告書」、

「経理報告書」、ならびに「利益相反に関す

る報告書」の集計により調査し、分析した。 

２．外部資金の導入や企業の協力に関する
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指針の提言 

上記の調査から効率的・効果的な運営を

行っている実施施設を抽出し、海外の

cadaver training course における運営状

況の実態調査、ならびにアニマルトレーニ

ング等の他の手法の調査を通じて、トレー

ニングコースを自立し、継続して実施可能

とするための資金面での工夫や運営形態な

どについて検討した。さらに、献体制度の

無償の精神を保ちつつ企業などからの外部

資金の導入する際の利益相反マネジメント

に関する指針を提言した。 

３．ガイドラインの見直し 

2012 年公表の「臨床医学の教育及び研究

における死体解剖のガイドライン」の内容

が、現状に合致しているかを精査し、見直

しが必要であれば改定を検討した。 

４．期待される効果 

本研究は、国民が安心して質の高い医療

を受け られるために必要 な cadaver 

training を我が国において円滑に実施可

能にすることを目的としており、手術手技

研修の充実によって、医療水準の向上と均

てん化が図られ、医療安全の向上が期待で

きる。 

５．倫理面面への配慮 

遺体を用いた手術手技研修の調査に際して
は、献体者の尊厳とプライバシー保護を遵
守する。 
  
C 研究結果 

本研究では、研究では、実施例におけ

る参加者負担と外部資金の導入なら

びに企業支援などの運営状況を、全国

の cadaver training の実施施設の実

施状況を調査・分析した。実施施設は、

ガイドラインに従い日本外科学会CST

推進委員会へ実施内容を報告する必

要があるが、2018 年 1 月現在までの 5

年間に報告された研修等は 15 大学、

300 回の実施であった。 

また、文献検索による海外の cadaver 

training の現状をまとめた。米国、

英国、フランスでの現状と問題点をま

とめ、これを 2018 年 4 月の日本外科

学会総会で報告した。 

医療機器や手術材料は高額であり、献

体の登録、保存、管理等の業務にも経

費と人的資源が必要となる。それらの

必要な経費を受講者からの参加費の

みで賄うことは不可能であり、厚生労

働省の「実践的な手術手技向上研修事

業」などの補助金や、医療機器メーカ

ー等からの医療機器の貸与などがな

くては実施できない現状がある。そこ

で、日本外科学会と日本解剖学会と協

力して COI を明確にするガイドライ

ンの改定を行い、公表した。 
さらに、厚生労働省と協力して「実践
的な手術手技向上研修事業」の補助金

をこれまでの年間約 4500 万円から、

平成 30 年度は約 3 億円への増額がみ

とめられたことは、本研究の成果とし
て特筆すべきことである。 
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D. 考察 

 

 献体を用いた手術手技研修の普及に際し

ては、大学内での組織の立ち上げやその維

持のための人的・資金的問題が大きく立ち

はだかっており、これをいかに解決してい

くかが大きな課題であることがあらためて

浮き彫りになった。今後は海外の事例など

も参考にし、カダバートレーニングの普及

に向けて参加費徴収による受益者負担の仕

組みの確立と普及ならびに外部資金の導入

を可能とする体制を早急に検討し確立する

必要性があると思われた。 

 

E. 結論 

 

 国民に対して、高度な医療を安全に提

供するためには、カダバートレーニングの

実施体制の充実が必須である。今後は、実

践的な手術手技向上研修事業」の補助金の

増額を有効に利用して、社会にサポートさ

れるカダバートレーニングの実施体制の確

立を目指したい。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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